
JP 2009-289323 A 2009.12.10

10

(57)【要約】
【課題】効率的に対物レンズの取付けを行うことができ
る光ピックアップを提供する。
【解決手段】複数の波長の光にそれぞれ対応した複数の
対物レンズ２３、２４と、前記複数の対物レンズを保持
する保持部２５、２６とを備え、保持部には、各対物レ
ンズ毎に、複数の溝部２５ａ、２６ａが対物レンズの周
囲に設けられており、各対物レンズは対応する各溝部に
おいて該対物レンズの周縁部にかけて配置された接着剤
により保持部に対して固定されている光ピックアップに
おいて、各相互に隣接する対物レンズ間において、一方
の対物レンズに対応する各溝部のうちの１つ、及び他方
の対物レンズに対応する各溝部のうちの１つを双方に共
通のもの２９とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の対物レンズと、
　前記複数の対物レンズを保持する保持部とを備え、
　前記保持部には、各対物レンズ毎に、複数の溝部が該対物レンズの周囲に設けられてお
り、
　各対物レンズは対応する各溝部において該対物レンズの周縁部にかけて配置された接着
剤により前記保持部に対して固定されており、
　各相互に隣接する対物レンズ間において、一方の対物レンズに対応する各溝部のうちの
１つ、及び他方の対物レンズに対応する各溝部のうちの１つは双方に共通のものであるこ
とを特徴とする光ピックアップ。
【請求項２】
　前記複数の対物レンズは３以上の対物レンズであり、前記共通の溝部を介して環状に順
次隣接していることを特徴とする請求項１に記載の光ピックアップ。
【請求項３】
　前記複数の対物レンズは２以上の対物レンズであり、前記共通の溝部を介してライン状
に順次隣接していることを特徴とする請求項１に記載の光ピックアップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の波長のレーザ光にそれぞれ対応した複数の対物レンズを有する光ピッ
クアップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ブルーレイディスクやＨＤ－ＤＶＤといった次世代ＤＶＤ用の光ピックアップ
においては、青色レーザ用及び赤色レーザ用の２つの対物レンズを設けた構成としている
場合が多い（たとえば、特許文献１参照）。このような構成において、各対物レンズをア
クチュエータのホルダに対して接着するに際し、従来、個々の対物レンズ毎に接着箇所を
設けて接着するようにしている。
【０００３】
　図４は従来の光ピックアップにおけるアクチュエータの斜視図である。同図に示すよう
に、このアクチュエータは、レーザ光源に対して固定された基部４０、及び基部４０に対
して変位可能に支持されたレンズホルダ５０、レンズホルダ５０を基部４０上で支持する
ための４本の弾性サスペンション４１、弾性サスペンション４１を介してレンズホルダ５
０への給電を行うための端子基板４２を備える。
【０００４】
　図５はレンズホルダ５０の斜視図である。同図に示すように、レンズホルダ５０は、レ
ンズホルダ５０のフォーカス方向の位置を制御するためのフォーカスコイル５１、レンズ
ホルダ５０のトラッキング方向の位置を制御するためのトラッキングコイル５２、ＤＶＤ
ディスク上に赤色レーザ光のスポットを形成する赤色レーザ用の対物レンズ５３、及びＢ
Ｒ（ブルーレイ）ディスク上に青色レーザ光のスポットを形成する青色レーザ用の対物レ
ンズ５４、対物レンズ５３を保持する保持部５５、対物レンズ５４を保持する保持部５６
を備える。フォーカスコイル５１及びトラッキングコイル５２は、弾性サスペンション４
１を介して供給される制御電流に応じ、基部４０（図４）に固定された対応する永久磁石
４３等と協働して、スポット光が、光ディスクの面ぶれや偏芯にも拘わらず光ディスク上
のトラックに追従するように対物レンズの位置を制御する。
【０００５】
　対物レンズ５３の周辺部には円環状のリム部５７が一体的に形成されている。リム部５
７は上面５７ａ、円筒状の側面５７ｂ、及び底面を有する。図においては底面は見えてい
ない。対物レンズ５４の周辺部には円環状のリム部５８が一体的に形成されている。リム
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部５８は上面５８ａ、円筒状の側面５８ｂ、及び底面を有する。図においては底面は見え
ていない。保持部５５はリム部５７の底面及び側面５７ｂと接して対物レンズ５３を保持
する保持面を備える。保持部５６はリム部５８の底面及び側面５８ｂと接して対物レンズ
５４を保持する保持面を備える。
【０００６】
　保持部５５には対物レンズ５３の周囲の４箇所において、一端が側面５７ｂにより閉塞
された４つの溝５５ａが設けられている。同様に、保持部５６には対物レンズ５４周囲の
４箇所において、一端が側面５８ｂにより閉塞された４つの溝５６ａが設けられている。
対物レンズ５３の取付けに際しては、図で見て上の方向、すなわち光スポットが形成され
る側から対物レンズ５３が保持部５５に対して嵌合され、溝５５ａにおいて接着剤が配置
される。接着剤の配置は、溝５５ａの底面及びリム部５７の側面５７ｂにわたって行われ
る。接着剤が固化すると、対物レンズ５３は保持部５５に固定され、取付けが完了する。
対物レンズ５４の取付けも同様にして行われる。
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－６６３５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述図４及び図５の従来技術によれば、対物レンズ５３及び５４毎にそ
れぞれ４箇所ずつ設けられた溝５５ａ及び５６ａに対して接着剤を配置するようにしてい
るので、２つの対物レンズ５３及び５４を取り付けるためには、１つの対物レンズを取り
付ける場合の２倍だけ、接着剤を配置するための工数を要する。
【０００９】
　本発明の目的は、このような従来技術の問題点に鑑み、より効率的に対物レンズの取付
けを行うことができる光ピックアップを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的を達成するため、第１の発明に係る光ピックアップは、複数の対物レンズと、
前記複数の対物レンズを保持する保持部とを備え、前記保持部には、各対物レンズ毎に、
複数の溝部が該対物レンズの周囲に設けられており、各対物レンズは対応する各溝部にお
いて該対物レンズの周縁部にかけて配置された接着剤により前記保持部に対して固定され
ており、各相互に隣接する対物レンズ間において、一方の対物レンズに対応する各溝部の
うちの１つ、及び他方の対物レンズに対応する各溝部のうちの１つは双方に共通のもので
あることを特徴とする。
【００１１】
　第２の発明に係る光ピックアップは、第１発明において、前記複数の対物レンズは３以
上の対物レンズであり、前記共通の溝部を介して環状に順次隣接していることを特徴とす
る。
【００１２】
　第３の発明に係る光ピックアップは、第１発明において、前記複数の対物レンズは２以
上の対物レンズであり、前記共通の溝部を介してライン状に順次隣接していることを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、複数の対物レンズを保持部に取り付けるに際し、各対物レンズに対応
する溝部に接着剤を配置するための工数を減少させ、効率的に対物レンズの取付けを行う
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１は本発明の一実施形態に係る光ピックアップにおけるアクチュエータの斜視図であ
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る。同図に示すようにこのアクチュエータは、レーザ光源に対して固定された基部１０、
基部１０に対して変位可能に支持されたレンズホルダ２０、レンズホルダ２０を基部１０
上で支持するための４本の弾性サスペンション１１、弾性サスペンション１１を介してレ
ンズホルダ２０に対する給電を行うための端子基板１２を備える。
【００１５】
　図２はレンズホルダ２０の斜視図である。同図に示すように、レンズホルダ２０は、レ
ンズホルダ２０のフォーカス方向の位置を制御するためのフォーカスコイル２１、レンズ
ホルダ２０のトラッキング方向の位置を制御するためのトラッキングコイル２２、ＤＶＤ
ディスク上に赤色レーザ光のスポットを形成する赤色レーザ用の対物レンズ２３、及びＢ
Ｄ（ブルーレイディスク）上に青色レーザ光のスポットを形成する青色レーザ用の対物レ
ンズ２４、対物レンズ２３を保持する保持部２５、及び対物レンズ２４を保持する保持部
２６を備える。
【００１６】
　フォーカスコイル２１及びトラッキングコイル２２は、弾性サスペンション１１を介し
て供給される制御電流に応じ、基部１０に固定された対応する永久磁石１３等と協働して
レンズホルダ２０の位置を制御する。この位置制御は、対物レンズ２３又は２４がＤＶＤ
ディスク又はＢＲディスク上に形成するスポット光が、ディスクの面ぶれや偏芯にも拘わ
らずディスク上のトラックに追従するように行われる。
【００１７】
　対物レンズ２３の周辺部には円環状のリム部２７が一体的に形成されている。リム部２
７は上面２７ａ、円筒状の側面２７ｂ、及び底面を有する。図においては底面は見えてい
ない。対物レンズ２４の周辺部には円環状のリム部２８が一体的に形成されている。リム
部２８は上面２８ａ、円筒状の側面２８ｂ、及び底面を有する。図においては底面は見え
ていない。保持部２５はリム部２７の底面及び側面２７ｂと接して対物レンズ２３を保持
する保持面を備える。保持部２６はリム部２７の底面及び側面２８ｂと接して対物レンズ
２４を保持する保持面を備える。
【００１８】
　保持部２５には対物レンズ２３の周囲の４箇所において、一端が側面２７ｂにより閉塞
された４つの溝２５ａが設けられている。保持部２６には対物レンズ２４の周囲の４箇所
において、一端が側面２８ｂにより閉塞された４つの溝２６ａが設けられている。対物レ
ンズ２３及び２４が隣接している部分の溝２５ａ及び２６ａは対物レンズ２３及び２４の
双方に対応する共通の溝２９となっている。したがって共通溝２９の一端は側面２７ｂに
より閉塞され、他端は側面２８ｂにより閉塞される。
【００１９】
　対物レンズ２３及び２４の取付けに際しては、図で見て上の方向、すなわち光スポット
が形成される側から、対物レンズ２３及び２４が、保持部２５及び２６に対して嵌合され
る。嵌合は、リム部２７の底面及び側面２７ｂ、並びにリム部２８の底面及び側面２８ｂ
がそれぞれ保持部２５及び２６の支持面に接するように行われる。この嵌合により、各溝
部２５ａ及び２６ａはそれぞれ側面２７ｂ及び２８ｂによって一端が閉塞された状態とな
る。共通溝２９は各端がそれぞれ側面２７ｂ及び２８ｂによって閉塞された状態となる。
【００２０】
　嵌合が完了すると、対物レンズ２３及び２４をそれぞれ保持部２５及び２６に対して固
定するための接着剤が、溝２５ａ及び２６ａ並びに共通溝２９において配置される。接着
剤の配置は、共通溝２９以外の３つの溝２５ａにおいては、溝２５ａの底面及びリム部２
７の側面２７ｂにわたって行われる。共通溝２９以外の３つの溝２６ａにおいては、溝２
６ａの底面及びリム部２８の側面２８ｂにわたって行われる。そして、共通溝２９におい
ては、共通溝２９の底面、リム部２７の側面２７ｂ、及びリム部２８の側面２８ｂにわた
って行われる。接着剤の配置が完了し、接着剤が固化すると、対物レンズ２３及び２４は
保持部２５及び２６に固定される。これにより、対物レンズ２３及び２４の取付けが完了
する。
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【００２１】
　図３は上述図２の例のように接着剤配置用の溝の一部を共用するようにしたレンズホル
ダの例を示す。図中の３０は上述図２で示されるようなレンズホルダ、３１、３２、３４
～３６はレンズホルダ３０により保持された対物レンズ、３３は各対物レンズの周囲に設
けられ、一端がレンズホルダ３１、３２、３４～３６のいずれかによって閉塞された溝で
ある。各対物レンズ３１、３２、３４～３６は、対応する各溝３３において該対物レンズ
の周縁部にかけて配置された接着剤により対応するレンズホルダ３０に対して固定されて
いる。各相互に隣接する対物レンズ間において、一方の対物レンズに対応する各溝３３の
うちの１つ、及び他方の対物レンズに対応する各溝３３のうちの１つは双方に共通の溝３
３ａとなっている。各共通溝３３ａにおいては、両端が、その共通溝３３ａを介して隣接
する両側の対物レンズの周縁部により閉塞されており、１度の接着剤の付与により、該共
通溝３３ａの底面及び両側の対物レンズの周縁部が固定されている。
【００２２】
　なお、同図（ａ）～（ｆ）の各レンズホルダ３０は、図の上下方向が光ディスクのトラ
ック溝に沿った方向となり、図の左右方向がトラッキング方向となるように、光ピックア
ップに対して取り付けられる。なお、図の上下方向とは同図（ａ）において示されるＹ方
向であり、図の左右方向とはＸ方向である。
【００２３】
　同図（ａ）～（ｃ）の各レンズホルダ３０は、Ｘ方向に隣接する２つの対物レンズ３１
及び３２を備える。各レンズホルダ３０においてはそれぞれ、各対物レンズ３１及び３２
に対し、２つずつの溝３３、３つずつの溝３３、４つずつの溝３３がそれぞれ対応する。
各溝３３は対応する対物レンズ３１又は３２の周囲において等間隔となるように配置され
る。対物レンズ３１及び３２間において、対物レンズ３１に対応する溝３３のうちの１つ
と、対物レンズ３２に対する溝３３のうちの１つとが重複し、共通溝３３ａを構成する。
同図（ｃ）のレンズホルダ３０は、上述図２のレンズホルダ２０における対物レンズ及び
溝の構成を典型的に表している。
【００２４】
　同図（ａ）～（ｃ）の各レンズホルダ３０においては、それぞれ共通溝３３ａを１つ有
するので、接着剤を配置するための溝３３の数は、従来の場合に比べて、それぞれ１つ少
なくなっている。したがって、対物レンズ３１及び３２をレンズホルダ３０に取り付ける
際には、接着剤を配置するための工数が減少し、従来よりも効率的に取付けを行うことが
できる。
【００２５】
　同図（ｄ）～（ｆ）の各レンズホルダ３０は３つの対物レンズ３４、３５及び３６を備
える。３つの対物レンズ３４、３５及び３６としては、たとえば、ＣＤ用、ＤＶＤ用、及
びＢＤ用のものが該当する。いずれのレンズホルダ３０においても、対物レンズ３４、３
５及び３６は、この順でＸ方向に沿って直線状に隣接させて配置される。同図（ｄ）のレ
ンズホルダ３０においては、各対物レンズ３４、３５及び３６に対して２つずつの溝３３
が対応する。同図（ｅ）のレンズホルダ３０においては、対物レンズ３４及び３６につい
てはそれぞれ３つずつの溝３３が対応し、対物レンズ３５については２つの溝３３が対応
している。同図（ｆ）のレンズホルダ３０においては、各対物レンズ３４、３５及び３６
に対して４つずつの溝３３が対応している。
【００２６】
　各溝３３は、対応する対物レンズ３４、３５又は３６の周囲において等間隔となるよう
に配置される。いずれのレンズホルダ３０においても、各相互に隣接する対物レンズ３４
及び３５並びに３５及び３６間において、一方の対物レンズに対応する各溝３３のうちの
１つ、及び他方の対物レンズに対応する各溝のうちの１つは双方に共通の溝３３ａとなっ
ている。
【００２７】
　同図（ｄ）～（ｆ）の各レンズホルダ３０においては、それぞれ共通溝３３ａを２つ有
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するので、接着剤を配置するための溝３３の数は、従来の場合に比べて、それぞれ２つ少
ない。したがって、対物レンズ３４、３５及び３６をレンズホルダ３０に取り付ける際に
は、接着剤を配置するための工数が減少し、従来よりも効率的に取付けを行うことができ
る。
【００２８】
　同図（ｇ）のレンズホルダ３０は、３つの対物レンズ３４、３５、及び３６を備える。
対物レンズ３４、３５及び３６は、この順でライン状に隣接させて配置される。各対物レ
ンズ３４、３５及び３６に対し、それぞれ３つの溝３３が対応する。各溝３３は対応する
対物レンズ３４、３５又は３６の周囲において等間隔となるように配置される。各相互に
隣接する対物レンズ３４及び３５並びに３５及び３６間において、一方の対物レンズに対
応する各溝３３のうちの１つ、及び他方の対物レンズに対応する各溝のうちの１つは双方
に共通の溝３３ａとなっている。
【００２９】
　同図（ｇ）のレンズホルダ３０においては、共通溝３３ａを２つ有するので、接着剤を
配置するための溝３３の数は、従来の場合に比べて２つ少ない。したがって、対物レンズ
３４、３５及び３６をレンズホルダ３０に取り付ける際には、接着剤を配置するための工
数が減少し、従来よりも効率的に取付けを行うことができる。ただし、３つの対物レンズ
３４、３５、及び３６のすべてがトラック方向に沿って一直線上に配置されるわけではな
いので、３つの対物レンズ３４、３５、及び３６のうちのいずれを使用するかに応じて、
光ピックアップ又はレンズホルダ３０のトラッキング方向位置を調整する必要がある。
【００３０】
　同図（ｈ）のレンズホルダ３０は、３つの対物レンズ３４、３５、及び３６を備える。
対物レンズ３４、３５及び３６は、円環状に隣接させて配置される。各対物レンズ３４、
３５及び３６に対し、それぞれ３つずつの溝３３が対応する。各対物レンズ３４、３５又
は３６において、対応する３つの溝３３のうちの２つが対物レンズの中心の周りで６０度
の角度を成す。各相互に隣接する対物レンズ３４及び３５、３５及び３６、並びに３６及
び３４間において、一方の対物レンズに対応する各溝３３のうちの１つ、及び他方の対物
レンズに対応する各溝のうちの１つは双方に共通の溝３３ａとなっている。すなわち、各
対物レンズ３４、３５及び３６は、３つの共通溝３３ａを介して円環状に隣接する。
【００３１】
　同図（ｈ）のレンズホルダ３０においては、共通溝３３ａを３つ有するので、接着剤を
配置するための溝３３の数は、従来の場合に比べて３つ少なくない。したがって、対物レ
ンズ３４、３５及び３６をレンズホルダ３０に取り付ける際には、接着剤を配置するため
の工数が減少し、従来よりも効率的に取付けを行うことができる。ただし、３つの対物レ
ンズ３４、３５、及び３６のすべてがトラック方向に沿って一直線上に配置されているわ
けではないので、３つの対物レンズ３４、３５、及び３６のうちのいずれを使用するかに
応じて、光ピックアップ又はレンズホルダ３０のトラッキング方向位置を調整する必要が
ある。
【００３２】
　なお、本発明は上述の実施形態に限定されることなく適宜変形して実施することができ
る。たとえば、上述においては、接着剤を配置するための溝を、レンズホルダの光ディス
ク側に設けるようにしているが、この代わりに、接着剤を配置するための溝を、レンズホ
ルダの光ディスク側とは反対側に設けるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施形態に係る光ピックアップにおけるアクチュエータの斜視図であ
る。
【図２】図１のアクチュエータにおけるレンズホルダの斜視図である。
【図３】上述図２の例のように接着剤配置用の溝の一部を共用するようにしたレンズホル
ダの例を示す図である。
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【図４】従来の光ピックアップにおけるアクチュエータの斜視図である。
【図５】図４のアクチュエータにおけるレンズホルダの斜視図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１０，４０：基部、１１，４１：弾性サスペンション、１２，４２：端子基板、１３，
４３：永久磁石、２０，５０：レンズホルダ、２１，５１：フォーカスコイル、２２，５
２：トラッキングコイル、２３，２４，５３，５４：対物レンズ、２５，２６，５５，５
６：保持部、２５ａ，２６ａ，５５ａ，５６ａ：溝、２７，２８，５７，５８：リム部、
２７ａ，２８ａ，５７ａ，５８ａ：上面、２７ｂ，２８ｂ，５７ｂ，５８ｂ：側面、２９
：共通溝、３０：レンズホルダ、３１，３２，３４～３６：対物レンズ、３３：溝、３３
ａ：共通溝。

【図１】 【図２】
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【図５】
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